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科学技術に関する国民意識調査－SDGs について－ 
文部科学省 科学技術・学術政策研究所 第１調査研究グループ 
細坪護挙 加納圭 須藤憲司 

要旨 

 SDGs への認知について伺ったところ、性別では男性（内容を（ある程度）知っている 58％）の方

が女性（内容を（ある程度）知っている 54％）よりも高い一方、年代別では若い世代（24 歳以下）と

シニア世代（60 歳以上）で高いことが判明した。 

SDGs をどんな場面で聞いたことがあるか訊いたところ、性別では男性はインターネットや新聞な

どが高く、女性はテレビや家族や友人、知人、職場の人で多くなっている。 

「世界全体」、「日本国内」、「身近な生活」の３つのスケールで考えたときに、科学技術・イノベー

ションの貢献が重要であると思うＳＤＧｓの課題はどれですかについて訊いたところ、「世界全体」で

は女性は全ての項目で男性を上回っており、男性より科学技術・イノベーションの貢献に対する意

識が強い。特に高いのは貧困、食糧問題（ともに 73%）、次いで気候変動・地球温暖化、平和（とも

に 70%）などである。 

 

Public Attitudes to Science and Technology - About SDGs - 
HOSOTSUBO Moritaka, KANO Kei and SUDO Kenji 
1st Policy-Oriented Research Group, National Institute of Science and Technology Policy 
(NISTEP), MEXT 
ABSTRACT 

When we asked about awareness of the SDGs, males (58% who know the content (to some 
extent)) were higher than females (54% who know the content (to some extent)) by gender. It 
turned out to be high in younger generation (24 years old and under) and senior generation (60 
years old and over). 

When we asked where they had heard of the SDGs, males were more likely to be on the Internet 
and newspapers, and females were more likely to be on TV, family, friends, acquaintances, and 
people at work. 

When we asked about the issues of SDGs that the contribution of science and technology / 
innovation is important when considering the three scales of "the whole world", "in Japan", and 
"living close to us", in "the whole world", females outnumbered males in all items, and they were 
more conscious of the contribution of science and technology and innovation than males. Poverty, 
food problems (both 73%) particularly were high, followed by climate change / global warming 
and peace (both 70%). 
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【概要】 

（１）はじめに 
科学技術・学術政策研究所（以下 NISTEP）では、科学技術に関する国民意識データを収集

し、科学技術イノベーション政策の立案・推進に資することを目的として、2009 年度から、「科学技

術に関する国民意識調査」を実施している。 

本 2022 年度調査（2022 年 6 月調査）は、15 歳から 69 歳までの男女合計 6,600 人にインター

ネットを使って調査したものである。 

 

（２）調査の概要 

本調査は、科学技術イノベーション政策の立案・推進に資する基礎データの提供を目的として、

2009 年度以来、NISTEP が科学技術に関する国民意識を把握するために継続的に実施してい

る。 

１）調査対象 

インターネット調査会社にモニター回答者として登録している者である。 

２）調査期間及び調査方法 

2022 年 6 月にインターネットによって実施した。 

サンプル数は N=6,600 で、回答者年齢は 15－69 歳、サンプリングの層化として、男女同数（男

性 3,300 名、女性 3,300 名）、15-19 歳、20-24 歳、25-29 歳…60-64 歳、65-69 歳で同数（11 の

年齢層、1 年齢層当たり 600 名）とした。 

３）調査時点 

2022 年 6 月 1 日から 6 月 8 日にかけて実施した。 

４）調査項目 

今般の調査では特に SDGs に対する認知度、科学技術・イノベーションの SDGs への貢献の期

待を把握することが目的である。 

 

（３）調査結果の概要 

概要では、調査結果のうち、1)SDGs に関する国民の意識の主な結果について示すとともに、

2)SDGｓ以外の科学技術政策に関する意識についても紹介する。 
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1) SDGs に関する国民の意識 

 

①SDGｓに関する認知状況 

 ＳＤＧｓへの認知について伺ったところ、「性別」（概要図表 1-1）では男性（内容を（ある程度）

知っている 58％）の方が女性（内容を（ある程度）知っている 54％）よりも高い一方、「年代別」

（概要図表 1-2）では若い世代（24 歳以下）とシニア世代（60 歳以上）で高いことが判明した。 

 

 

概要図表 1-1 ＳＤＧｓに関して、あなたは御存知ですか（性別） 

 

 

 

概要図表 1-2 ＳＤＧｓに関して、あなたは御存知ですか（年代別） 
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②ＳＤＧｓの把握手段 

ＳＤＧｓをどんな場面で聞いたことがあるか訊いたところ、こちらも「性別」（概要図表 2）では男性は

インターネットや新聞などが高く、女性はテレビや家族や友人、知人、職場の人で多くなっている。 

 

 

概要図表 2 ＳＤＧｓをどんな場面で聞いたことがありましたか 

（性別。％は総計の値。以下同じ） 
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③新型コロナウイルス感染拡大がＳＤＧｓの達成に与える影響 

新型コロナウイルスの感染拡大による新しい生活様式によって、ＳＤＧｓの達成にどのような影響

を与えると思うかについて訊いたところ、「性別」（概要図表 3-1）では男性（（どちらかといえば）前進

させる 35％）は女性（（どちらかといえば）前進させる 35％）と比べて差はない。 

 

概要図表 3-1 新型コロナウイルスの感染拡大による新しい生活様式によって、 

ＳＤＧｓの達成にどのような影響を与えると思いますか（性別） 

 

 

また、年代別に見ても（概要図表 3-2）特に構造に差は見られない。 

 

概要図表 3-2 新型コロナウイルスの感染拡大による新しい生活様式によって、 

ＳＤＧｓの達成にどのような影響を与えると思いますか（年代別） 
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④「世界全体」、「日本国内」、「身近な生活」の３つのスケールでの科学技術・イノベーションの 
ＳＤＧｓへの貢献に関する意識 
「世界全体」、「日本国内」、「身近な生活」の３つのスケールで考えたときに、「科学技術・イノベ

ーションの貢献が重要であると思うＳＤＧｓの課題はどれですか」について訊いたところ、「性別」でみ
ると、「世界全体」では女性は全ての項目で男性を上回っており、男性より科学技術・イノベーション
の貢献に対する意識が強い。特に高いのは貧困、食糧問題（ともに 73%）、次いで気候変動・地球
温暖化、平和（ともに 70%）などである（概要図表 4-1）。 

 

概要図表 4-1 「世界全体」で科学技術・イノベーションの貢献が重要である 
と思うＳＤＧｓの課題はどれですか（性別） 

 
 

「日本国内」でも女性は全ての項目で男性を上回っており、男性より科学技術・イノベーションの
貢献に対する意識が強い。特に高いのは健康・介護福祉（58%）、次いでエネルギー問題(57%)であ
る（概要図表 4-2）。 

 

概要図表 4-2 「日本国内」で科学技術・イノベーションの貢献が重要である 
と思うＳＤＧｓの課題はどれですか（性別） 
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「身近な生活」でも女性は全ての項目で男性を上回っており、男性より科学技術・イノベーション
の貢献に対する意識が強い。特に高いのは健康・介護福祉（47%）、次いで環境に配慮した消費
(36%)である（概要図表 4-3）。 

 

概要図表 4-3 「身近な生活」で科学技術・イノベーションの貢献が重要である 

と思うＳＤＧｓの課題はどれですか（性別） 

 

 
また、「世界全体」、「日本国内」、「身近な生活」の３つのスケールで考えたときに、「科学技術・

イノベーションの貢献が低いと思うＳＤＧｓの課題はどれですか」について訊いたところ、「性別」で見
ると、「世界全体」では女性は全ての項目で男性を上回っている。特に高いのは貧困（38%）、次い
で不平等や差別(37%)である（概要図表 5-1）。 

 

概要図表 5-1 「世界全体」で、科学技術・イノベーションの貢献が低いと 

思うＳＤＧｓの課題はどれですか（性別） 
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「日本国内」では特に高いのはジェンダー平等（35%）、次いで不平等や差別(30%)である（概要図

表 5-2）。 

 

概要図表 5-2 「日本国内」で、科学技術・イノベーションの貢献が低いと 

思うＳＤＧｓの課題はどれですか（性別） 

 

 

 

「身近な生活」では特に高いのはどの課題も達成度が高い（32%）、次いでジェンダー平等、不

平等や差別(ともに 23%)である（概要図表 5-3）。 

 

 

概要図表 5-3 「身近な生活」で、科学技術・イノベーションの貢献が低いと 

思うＳＤＧｓの課題はどれですか（性別） 
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⑤SDGｓにおける科学技術・イノベーションの役割に関する意識 

「ＳＤＧｓのために科学技術・イノベーションは全体として重要な役割を果たすと思うか」について

訊いたところ、性別では概要図表 6-1 となり、女性（（やや）思う 62%）が男性（（やや）思う 61%）より

も僅かに大きい。 

 

概要図表 6-1 ＳＤＧｓのために科学技術・イノベーションは全体として重要な 

役割を果たすと思うか（性別） 

 

 

年代別で見る(概要図表 6-2)と 60 歳以上のシニア世代で科学技術・イノベーションは全体とし

て重要な役割を果たすと強く思われている。 

 

概要図表 6-2 ＳＤＧｓのために科学技術・イノベーションは全体として重要な 

役割を果たすと思うか(年代別) 
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⑥ＳＤＧｓへの国の取組に関する意識 

加えて、「ＳＤＧｓのために国は積極的に取り組んでいると思うか」を訊いたところ（概要図表 7-

1）、女性（（やや）思う 30%）の方が男性（（やや）思う 26%）より多いという結果となった。 

 

概要図表 7-1 ＳＤＧｓのために国は積極的に取り組んでいると思いますか(性別) 

 

 

年代別に見ると概要図表 7-2 となり、24 歳以下の若い世代で、ＳＤＧｓのために国は積極的に

取り組んでいると思っている。 

 

概要図表 7-2 ＳＤＧｓのために国は積極的に取り組んでいると思いますか(年代別) 
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⑦科学技術・イノベーションによる SDGｓの達成に取り組む企業の製品・サービスに対する意識 

一方、「科学技術・イノベーションによるＳＤＧｓの達成に取り組んでいる企業の製品・サービスを

利用したいと思うかどうか」を訊いたところ、性別では概要図表 8-1 となり、女性（（やや）思う 54%）

は男性（（やや）思う 41%）よりも遥かに高く、企業の製品・サービスについて高い意識を持っているこ

とが分かる。 

 

概要図表 8-1 科学技術・イノベーションによるＳＤＧｓの達成に取り組んで 
いる企業の製品・サービスを利用したいと思うか(性別) 

 

 

年代別に見ると概要図表 8-2 となり、24 歳以下の若年層、60 歳以上のシニア世代に加えて、

40-44 歳の中間層でも高くなっている。 

 

概要図表 8-2 科学技術・イノベーションによるＳＤＧｓの達成に取り組んで 
いる企業の製品・サービスを利用したいと思うか(年代別) 
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⑧主体別の科学技術・イノベーションによる SDGｓ達成への取組状況に対する意識 
 「科学技術・イノベーションによるＳＤＧｓの達成について、以下の主体はすでに積極的に取り組ん
でいると思いますか」について訊いたところ、概要図表 9 となり、わからない（40%）が最多となってし
まっているが、次点で企業や民間団体（34%）となっており、企業等の活動が国民の眼に多く映って
いる。企業に次いで、国や地方の行政機関、国立や公立、独立行政法人などの公的研究機関、
科学館や博物館など科学技術関連施設（いずれも 14%）が並んでいる。 

 

概要図表 9 科学技術・イノベーションによるＳＤＧｓの達成について、以下の 
主体はすでに積極的に取り組んでいるかと思いますか(性別) 

 

⑨科学技術・イノベーションによる SDGｓ達成に積極的に取り組むべき主体に対する意識 
「科学技術・イノベーションによるＳＤＧｓの達成について、誰が積極的に取り組むべきだと思いま

すか」について訊いたところ、性別では概要図表 10 となった。この結果、国や地方の行政機関が
49%とトップとなり、次いで政治家や国会等の立法機関、企業や民間団体（ともに 44％）などとなって
いる。 

 

概要図表 10 科学技術・イノベーションによるＳＤＧｓの達成について、 
誰が積極的に取り組むべきだと思いますか(性別) 
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⑩SDGｓに取り組む企業の製品・サービスに対する意識 

「ＳＤＧｓに取り組んでいる企業の製品・サービスを利用したいと思いますか」を訊いたところ、性別

では概要図表 11-1 となり、女性（（やや）思う 57%）は男性（（やや）思う 44%）よりも遥かに高く、企業

の製品・サービスについて高い意識を持っていることが分かる。 

 

概要図表 11-1 ＳＤＧｓに取り組んでいる企業の製品・サービスを利用したいと思いますか 

(性別) 

 

 

年代別に見ると概要図表 11-2 となり、24 歳以下の若年層、60 歳以上のシニア世代において高

い値となっており、企業の製品・サービスについて高い意識を持っていることが分かる。 

 

概要図表 11-2 ＳＤＧｓに取り組んでいる企業の製品・サービスを利用したいと思いますか 

(年代別) 
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⑪各主体に関し、特に貢献してほしい SDGs の目標に対する意識 

「国や地方の行政機関」、「大学」、「公的研究機関」、「企業や民間団体（公益法人、ＮＰＯ、ＮＧ
Ｏなど）」の４つの主体で考えたときに、「達成に特に貢献してほしいＳＤＧｓの目標は何ですか」につ
いて訊いたところ、国や地方の行政機関については概要図表 12-1 となり、貧困（64％）、次いで平
和（57％）となっており、他の課題も多く上がっており、国や地方の行政機関への期待は大きく、全
般的な支援が求められていると考えられる。 

 

概要図表 12-1 国や地方の行政機関に関し、達成に特に貢献してほしいＳＤＧｓ 
の目標は何ですか(性別) 

 

 

一方、大学については概要図表 12-2 となり、教育問題（40％）、次いで海洋とその生態系の保
護（31％）などとなっている。中長期的な課題・視野について SDGs の課題から出てきている。日本
全体の研究者で SDGs の課題に取り組めそうである。 

 

概要図表 12-2 大学に関し、達成に特に貢献してほしいＳＤＧｓの目標は何ですか(性別) 
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また、公的研究機関に関してはエネルギー問題（38％）に次いで、気候変動・地球温暖化、海洋

とその生態系の保護、森林と陸上生態系の保護（ともに 37％）などとなっている。科学技術政策的

に重要な文脈となっている。 

 

概要図表 12-3 公的研究機関に関し、達成に特に貢献してほしいＳＤＧｓの目標は 
何ですか(性別) 

 

 

加えて、企業や民間団体（公益法人、ＮＰＯ、ＮＧＯなど）に対しては、食糧問題、持続可能な労

働、雇用と経済成長、環境に配慮した消費（ともに 35％）などとなっている。大学との対比において

教育問題が低い。 

 

概要図表 12-4 企業や民間団体（公益法人、ＮＰＯ、ＮＧＯなど）に関し、達成に特に 
貢献してほしいＳＤＧｓの目標は何ですか(性別) 
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⑫各主体による SDGｓ達成に向けた取組の把握手段 

「国や地方の行政機関」、「大学」、「公的研究機関」、「企業や民間団体（公益法人、ＮＰＯ、ＮＧ

Ｏなど）」の４つの主体で考えたときに、それらによる「ＳＤＧｓ達成に向けた取り組みについてどのよう

にして知りましたか」について訊いたところ、国や地方の行政機関については概要図表 13-1 となり

テレビが 45％となり圧倒的に高い一方、どの手段も該当しない(32%)がそれに次いで多くなってお

り、次いで新聞（電子版を含む、27％）などとなっている。 

 

概要図表 13-1 国や地方の行政機関によるＳＤＧｓ達成に向けた取り組み 
についてどのようにして知りましたか(性別) 

 

 

大学については、どの手段も該当しない(39%)と最も高く、次いでテレビが 35％、新聞（電子版を

含む）、インターネット（電子掲示板や SNS を除く）でともに 19％などとなっている。 

 

概要図表 13-2 大学によるＳＤＧｓ達成に向けた取り組みについてどのようにして 
知りましたか(性別) 
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 公的研究機関については、どの手段も該当しない(38%)と最も高く、次いでテレビが 35％、新聞

（電子版を含む）、インターネット（電子掲示板や SNS を除く）でともに 19％などとなっている。 

 

概要図表 13-3 公的研究機関によるＳＤＧｓ達成に向けた取り組みについて 

どのようにして知りましたか(性別) 

 

 

企業や民間団体（公益法人、ＮＰＯ、ＮＧＯなど）によるＳＤＧｓ達成に向けた取り組みについては

テレビが 41％と最多となっており、次いでインターネット（電子掲示板や SNS を除く）が 22％などと

なっている。 

 

概要図表 13-4 企業や民間団体（公益法人、ＮＰＯ、ＮＧＯなど）によるＳＤＧｓ 

達成に向けた取り組みについてどのようにして知りましたか(性別) 
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2) ＳＤＧｓ以外の科学技術政策に関する国民の意識 
①科学技術に対する関心・科学者への信頼度 

科学技術関心度（概要図表 14）、科学者の信頼度(概要図表 15)はともに低下傾向にある。 

 

 

概要図表 15 科学者の信頼度の性別変化 

 

②科学技術に対する評価 
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概要図表 14 科学技術関心度の性別変化（傾向の有無の判定はカイ二乗 
独立性検定による。優位性水準は１％に設定。以下同じ） 
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科学技術発展をプラスと回答した人の割合(概要図表 16)、「科学技術の進歩につれて生活はよ

り便利で快適なものになる」（概要図表 17）では総計の減少傾向が見られる。 

 

 

 

概要図表 16 科学技術発展をプラスと回答した人の割合の性別変化 

 

 

 

 

概要図表 17 「科学技術の進歩につれて生活はより便利で快適なものになる」 

の性別変化 

また、「日常生活で科学について知っておくことは私にとって重要なことである」（概要図表 18）で
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「科学技術の進歩につれて生活はより便利で快適なものになる」 
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は総計が減少しており、「たとえすぐに利益をもたらさないとしても最先端の学問を前進させる科学
研究は必要であり政府によって支援されるべき」（概要図表 19）では男女ともに変化は見られない
傾向にある。 

 

 
概要図表 18 「日常生活で科学について知っておくことは私にとって 

重要なことである」の性別変化 

 

 
概要図表 19 「たとえすぐに利益をもたらさないとしても最先端の学問を前進させる 

科学研究は必要であり政府によって支援されるべき」の性別変化 

 

 

（４）おわりに 

本調査の実施に際し、多大な御協力を頂いた皆様をはじめとする関係者の方々に心から感謝

申し上げる。 
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「たとえすぐに利益をもたらさないとしても最先端の学問を前
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1. はじめに 
科学技術・学術政策研究所（以下 NISTEP）では、科学技術に関する国民意識データを収集し、

科学技術イノベーション政策の立案・推進に資することを目的として、2009 年度から、「科学技術に

関する国民意識調査」を実施している。 

本 2022 年度調査（2022 年 6 月調査）は、15 歳から 69 歳までの男女合計 6,600 人にインター

ネットを使って調査したものである。 

 

2. 調査の概要 

本調査は、科学技術イノベーション政策の立案・推進に資する基礎データの提供を目的として、

2009 年度以来、NISTEP が科学技術に関する国民意識を把握するために継続的に実施してい

る。 

（１）調査対象 

インターネット調査会社にモニター回答者として登録している者である。 

（２）調査期間及び調査方法 

2022 年 6 月にインターネットによって実施した。 

サンプル数は N=6,600 で、回答者年齢は 15－69 歳、サンプリングの層化として、男女同数（男

性 3,300 名、女性 3,300 名）、15-19 歳、20-24 歳、25-29 歳…60-64 歳、65-69 歳で同数（11 の

年齢層、1 年齢層当たり 600 名）とした。 

（３）調査時点 

2022 年 6 月 1 日から 6 月 8 日にかけて実施した。 

（４）調査項目 

今般の調査では特に SDGs に対する認知度、科学技術・イノベーションの SDGs への貢献の期

待を把握することが目的である。 

 

3. 調査結果 

今般の主たる目的である、(1)SDGs に関する国民の意識（SDGs に対する認知度、科学技術・イ

ノベーションの SDGs への貢献の期待）の調査結果を示すとともに、(2)SDGｓ以外の科学技術政策

に関する意識に関する調査結果を示す。 

 

（１）SDGs に関する国民の意識（ＳＤＧｓに対する認知度、科学技術・イノベーションのＳＤＧｓへの

貢献の期待）に関する調査結果 

①SDGｓに関する認知状況 
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SDGs への認知について伺ったところ、「性別」（図表 1-1）では男性（内容を（ある程度）知ってい

る 58％）の方が女性（内容を（ある程度）知っている 54％）よりも高い一方、「年代別」（図表 1-2）で

は若い世代（24 歳以下）とシニア世代（60 歳以上）で高いことが判明した。 

 
図表 1-1 ＳＤＧｓに関して、あなたは御存知ですか（性別） 

 

 

 
図表 1-2 ＳＤＧｓに関して、あなたは御存知ですか（年代別） 

 

 

SDGs への認知度は近年、時間とともに上昇していることが各種調査で知られている（図表 1-3、

図表 1-4、図表 1-5、図表 1-6、図表 1-7）。 
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図表 1-3 SDGs 認知率（2020 年―2022 年）[1] 

 

図表 1-4 「SDGs」という言葉を知っていますか[2] 

 

 



4 
 

 
図表 1-5 SDGs の認知率（時系列）[3] 

 

 

図表 1-6 SDGs の認知度（年度別）[4] 

 



5 
 

 

図表 1-7 SDGs 認知度[5] 

 

②SDGs の把握手段 

ＳＤＧｓをどんな場面で聞いたことがあるか訊いたところ、こちらも「性別」（図表 2）では男性はイン

ターネットや新聞などが高く、女性はテレビや家族や友人、知人、職場の人で多くなっている。 

 

 
図表 2 ＳＤＧｓをどんな場面で聞いたことがありましたか 

（性別。％は総計の値。以下同じ） 

 

30%

67%

10%7% 7% 4%

38%

12%
6% 1%

9%
4%

11%
3% 6%

1% 2% 2%
12%

4%
14%

0%
10%
20%
30%
40%
50%
60%
70% 女性 男性 総計



6 
 

③新型コロナウイルス感染拡大が SDGs の達成に与える影響 

新型コロナウイルスの感染拡大による新しい生活様式によって、ＳＤＧｓの達成にどのような影響

を与えると思うかについて訊いたところ、「性別」（図表 3-1）では男性（（どちらかといえば）前進させ

る 35％）は女性（（どちらかといえば）前進させる 35％）と比べて差はない。 

 

 
図表 3-1 新型コロナウイルスの感染拡大による新しい生活様式によって、 

ＳＤＧｓの達成にどのような影響を与えると思いますか（性別） 

 

 

また、年代別に見ても（図表 3-2）特に構造に差は見られない。 

 
図表 3-2 新型コロナウイルスの感染拡大による新しい生活様式によって、ＳＤＧｓの達成

にどのような影響を与えると思いますか（年代別） 
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また、東大調査の結果（図表 3-3）とも矛盾していないと考えられる。 

 

図表 3-3 新型コロナウイルスの感染拡大による新しい生活様式によって、ＳＤＧｓの達成にどのよ

うな影響を与えると思いますか[5] 

 

④「世界全体」、「日本国内」、「身近な生活」の 3 つのスケールでの科学技術・イノベーションの

SDGs への貢献に関する意識 

「世界全体」、「日本国内」、「身近な生活」の３つのスケールで考えたときに、「科学技術・イノベ

ーションの貢献が重要であると思うＳＤＧｓの課題はどれですか」について訊いたところ、「世界全

体」の「性別」（図表 4-1）では女性は全ての項目で男性を上回っており、男性より科学技術・イノベ

ーションの貢献に対する意識が強い。特に高いのは貧困、食糧問題（ともに 73%）、次いで気候変

動・地球温暖化、平和（ともに 70%）などである。 

 
図表 4-1 「世界全体」で科学技術・イノベーションの貢献が重要であると思うＳＤＧｓの 

課題はどれですか（性別） 
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「日本国内」の「性別」（図表 4-2）でも女性は全ての項目で男性を上回っており、男性より科学

技術・イノベーションの貢献に対する意識が強い。特に高いのは健康・介護福祉（58%）、次いでエ

ネルギー問題(57%)である。 

 

 
図表 4-2 「日本国内」で科学技術・イノベーションの貢献が重要である 

と思うＳＤＧｓの課題はどれですか（性別） 

 

 

「身近な生活」の「性別」（図表 4-3）でも女性は全ての項目で男性を上回っており、男性より科学

技術・イノベーションの貢献に対する意識が強い。特に高いのは健康・介護福祉（47%）、次いで環

境に配慮した消費(36%)である。 

 
図表 4-3 「身近な生活」で科学技術・イノベーションの貢献が重要である 

と思うＳＤＧｓの課題はどれですか（性別） 
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「世界全体」、「日本国内」、「身近な生活」の３つのスケールで考えたときに、「科学技術・イノベ

ーションの貢献が低いと思うＳＤＧｓの課題はどれですか」について訊いたところ、「世界全体」の

「性別」（図表 5-1）では女性は全ての項目で男性を上回っている。特に高いのは貧困（38%）、次い

で不平等や差別(37%)である。 

 

 
図表 5-1 「世界全体」で、科学技術・イノベーションの貢献が低いと 

思うＳＤＧｓの課題はどれですか（性別） 

 

 

「日本国内」の「性別」（図表 5-2）では特に高いのはジェンダー平等（35%）、次いで不平等や差

別(30%)である。 

 

 
図表 5-2 「日本国内」で、科学技術・イノベーションの貢献が低いと思うＳＤＧｓの課題 

はどれですか（性別） 
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「身近な生活」の「性別」（図表 5-3）では特に高いのはどの課題も達成度が高い（32%）、次いで

ジェンダー平等、不平等や差別(ともに 23%)である。 

 

 
図表 5-3 「身近な生活」で、科学技術・イノベーションの貢献が低いと 

思うＳＤＧｓの課題はどれですか（性別） 

 

⑤SDG における科学技術・イノベ―ションの枠割に関する意識 

「ＳＤＧｓのために科学技術・イノベーションは全体として重要な役割を果たすと思うか」について

訊いたところ、性別では図表 6-1 となり、女性（（やや）思う 62%）が男性（（やや）思う 61%）よりも僅か

に大きい。 

 
図表 6-1 ＳＤＧｓのために科学技術・イノベーションは全体として重要な 

役割を果たすと思うか（性別） 
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年代別で見る(図表 6-2)と 60 歳以上のシニア世代で科学技術・イノベーションは全体として重要

な役割を果たすと強く思われている。 

 
図表 6-2 ＳＤＧｓのために科学技術・イノベーションは全体として重要な 

役割を果たすと思うか(年代別) 

 

 

⑥SDGs への国の取組に関する意識 

加えて、「ＳＤＧｓのために国は積極的に取り組んでいると思うか」を訊いたところ（図表 7-1）、女

性（（やや）思う 30%）の方が男性（（やや）思う 26%）より多いという結果となった。 

 
図表 7-1 ＳＤＧｓのために国は積極的に取り組んでいると思いますか(性別) 
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年代別に見ると図表 7-2 となり、24 歳以下の若い世代で、ＳＤＧｓのために国は積極的に取り組

んでいると思っている。 

 
図表 7-2 ＳＤＧｓのために国は積極的に取り組んでいると思いますか(年代別) 

 

 

⑦科学技術・イノベーションによる SDGs の達成に取り組む企業の製品・サービスに対する意識 

一方、「科学技術・イノベーションによるＳＤＧｓの達成に取り組んでいる企業の製品・サービスを

利用したいと思うかどうか」を訊いたところ、性別では図表 8-1 となり、女性（（やや）思う 54%）は男

性（（やや）思う 41%）よりも遥かに高く、企業の製品・サービスについて高い意識を持っていることが

分かる。 

 
図表 8-1 科学技術・イノベーションによるＳＤＧｓの達成に取り組んで 

いる企業の製品・サービスを利用したいと思うか(性別) 
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年代別に見ると図表 8-2 となり、24 歳以下の若年層、60 歳以上のシニア世代に加えて、40-44

歳の中間層でも高くなっている。 

 
図表 8-2 科学技術・イノベーションによるＳＤＧｓの達成に取り組んで 

いる企業の製品・サービスを利用したいと思うか(年代別) 

 

 

⑧主体別の科学技術・イノベーションによる SDGs 達成への取組状況に対する意識 
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んでいると思いますか」について訊いたところ、図表 9 となり、わからない（40%）が最多となってしま
っているが、次点で企業や民間団体（34%）となっており、企業等の活動が国民の眼に多く映ってい
る。企業に次いで、国や地方の行政機関、国立や公立、独立行政法人などの公的研究機関、科
学館や博物館など科学技術関連施設（いずれも 14%）が並んでいる。 

 
図表 9 科学技術・イノベーションによるＳＤＧｓの達成について、以下の 
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⑨科学技術・イノベーションによる SDGs 達成に積極的に取り組むべき主体に関する意識 

「科学技術・イノベーションによるＳＤＧｓの達成について、誰が積極的に取り組むべきだと思いま

すか」について訊いたところ、性別では図表 10 となった。この結果、国や地方の行政機関が 49%と

トップとなり、次いで政治家や国会等の立法機関、企業や民間団体（ともに 44％）などとなっている。 

 
図表 10 科学技術・イノベーションによるＳＤＧｓの達成について、 

誰が積極的に取り組むべきだと思いますか(性別) 
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「ＳＤＧｓに取り組んでいる企業の製品・サービスを利用したいと思いますか」を訊いたところ、性

別では図表 11-1 となり、女性（（やや）思う 57%）は男性（（やや）思う 44%）よりも遥かに高く、企業の

製品・サービスについて高い意識を持っていることが分かる。 

 
図表 11-1 ＳＤＧｓに取り組んでいる企業の製品・サービスを利用したいと思いますか 
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年代別に見ると図表 11-2 となり、24 歳以下の若年層、60 歳以上のシニア世代において高い値

となっており、企業の製品・サービスについて高い意識を持っていることが分かる。 

 
概要図表 11-2 ＳＤＧｓに取り組んでいる企業の製品・サービスを利用したいと思いますか 

(年代別) 

 

⑪各主体に関し、特に貢献してほしい SDGs の目標に対する意識 
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Ｏなど）」の４つの主体で考えたときに、「達成に特に貢献してほしいＳＤＧｓの目標は何ですか」に

ついて訊いたところ、国や地方の行政機関については図表 12-1 となり、貧困（64％）、次いで平和

（57％）となっており、他の課題も多く上がっており、国や地方の行政機関への期待は大きく、全般

的な支援が求められていると考えられる。 

 
図表 12-1 国や地方の行政機関に関し、達成に特に貢献してほしいＳＤＧｓの 

目標は何ですか(性別) 
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一方、大学については図表 12-2 となり、教育問題（40％）、次いで海洋とその生態系の保護（31％）

などとなっている。中長期的な課題・視野について SDGs の課題から出てきている。日本全体の研

究者で SDGs の課題に取り組めそうである。 

 

 
図表 12-2 大学に関し、達成に特に貢献してほしいＳＤＧｓの目標は何ですか(性別) 
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とその生態系の保護、森林と陸上生態系の保護（ともに 37％）などとなっている。科学技術政策的

に重要な文脈となっている。 

 
概要図表 12-3 公的研究機関に関し、達成に特に貢献してほしいＳＤＧｓの目標は 

何ですか(性別) 
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働、雇用と経済成長、環境に配慮した消費（ともに 35％）などとなっている。大学との対比において

教育問題が低い。 

 
図表 12-4 企業や民間団体（公益法人、ＮＰＯ、ＮＧＯなど）に関し、達成に特に 

貢献してほしいＳＤＧｓの目標は何ですか(性別) 
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次いで新聞（電子版を含む、27％）などとなっている。 

 
図表 13-1 国や地方の行政機関によるＳＤＧｓ達成に向けた取り組み 
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大学については、どの手段も該当しない(39%)と最も高く、次いでテレビが 35％、新聞（電子版を含

む）、インターネット（電子掲示板や SNS を除く）でともに 19％などとなっている。 

 
図表 13-2 大学によるＳＤＧｓ達成に向けた取り組みについてどのようにして 

知りましたか(性別) 

 

 

公的研究機関については、どの手段も該当しない(38%)と最も高く、次いでテレビが 35％、新聞

（電子版を含む）、インターネット（電子掲示板や SNS を除く）でともに 19％などとなっている。 

 
図表 13-3 公的研究機関によるＳＤＧｓ達成に向けた取り組みについて 

どのようにして知りましたか(性別) 
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企業や民間団体（公益法人、ＮＰＯ、ＮＧＯなど）によるＳＤＧｓ達成に向けた取り組みについては

テレビが 41％と最多となっており、次いでインターネット（電子掲示板や SNS を除く）が 22％などと

なっている。 

 

 
図表 13-4 企業や民間団体（公益法人、ＮＰＯ、ＮＧＯなど）によるＳＤＧｓ 

達成に向けた取り組みについてどのようにして知りましたか(性別) 
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（２）SDGs 以外の科学技術政策に関する意識 

①科学技術に対する関心・科学者への信頼度 

科学技術関心度（図表 14）、科学者の信頼度(図表 15)はともに低下傾向にある。 

  

図表 14 科学技術関心度の性別変化（傾向の有無の判定はカイ二乗独立性検定 

による。有意性水準は 1％に設定。以下同じ） 

 

  

図表 15 科学者の信頼度の性別変化 
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②科学技術に対する評価 

科学技術発展をプラスと回答した人の割合(図表 16)、「科学技術の進歩につれて生活はより便

利で快適なものになる」（図表 17）では総計の減少傾向が見られる。 

 

図表 16 科学技術発展をプラスと回答した人の割合の性別変化 

 

 

 

図表 17 「科学技術の進歩につれて生活はより便利で快適なものになる」の性別変化 
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究は必要であり政府によって支援されるべき」（図表 19）では男女ともに変化は見られない傾向に

ある。 

 

図表 18 「日常生活で科学について知っておくことは私にとって重要なことである」の性別変化 

 

 

 

図表 19 「たとえすぐに利益をもたらさないとしても最先端の学問を前進させる科学研究は 

必要であり政府によって支援されるべき」の性別変化 
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③科学技術に対する意見の変遷 

さらに、科学技術に対する意見の変遷を見ると（図表 20 から図表 24 まで）、「科学技術の研究

開発の方向性は内容をよく知っている専門家が決めるのがよい」で総計が減少している（図表

21）。 

 

 
          図表 20 「科学技術の利便性を享受するためにはある程度のﾘｽｸを受容 

しなければならない」の性別変化 

 

 

図表 21 「科学技術の研究開発の方向性は内容をよく知っている専門家が 

決めるのがよい」の性別変化 
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図表 22 「社会的に影響力の大きい科学技術の研究開発を国として推進するかどうか 

の判断には市民も参加するべきだ」の性別変化 

 

 

 

 

図表 23 「少しでもリスクのある科学技術は使用すべきではない」の性別変化 

 

 

 

76%
74%72%72%

75%75%74%72%72%
74%

68%

75%
69%

70%

68%68%66%65%65%66%
69%

67%

67%

63%
67% 67% 66%

68%69%
71%70%

75%76%

68%68%

74%
78%76%75%

71%

68%

70%69%67%65%65%
69% 69% 68%

66%

63%
68% 70% 68%72%71%72%71%

75%75%
71%70%

73%
76%
72%
75%

70% 69% 69%
69%67%65%65%

68% 69%
67%66%

63%
67% 68% 67%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

90%

100%

20
12

年
3月

20
13

年
3月

20
14

年
3月

20
15

年
3月

20
16

年
3月

20
17

年
3月

20
18

年
3月

20
19

年
3月

20
20

年
3月

20
21

年
3月

20
22

年
3月

「社会的に影響力の大きい科学技術の研究開発を

国として推進するかどうかの判断には市民も参加するべきだ」

男性

女性

総計

47%
51%

48%46%47%
50%

54%
57%

51% 49%

42%

49% 50% 48%

58% 58%60%59%60%
58%

64% 66%
61%

58%
53%

57% 57% 58%

53% 54%54%53%53%54%
59%

61%
56%

54%
48%

53% 54% 53%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

20
14

年
3月

20
15

年
3月

20
16

年
3月

20
17

年
3月

20
18

年
3月

20
19

年
3月

20
20

年
3月

20
21

年
3月

20
22

年
3月

「少しでもリスクのある科学技術は使用すべきではない」
男性

女性

総計



25 
 

 

 

図表 24 「科学技術の利用には予想もできない危険が潜んでいる」の性別変化 

 

 

  

78% 80% 78%78%77%76%74%
78%

75% 78% 80%
74% 72% 75% 75% 74%

81% 80% 81%83%80%83%
79%

82%
78% 81% 82%

75% 76% 78% 78% 77%
79%80% 79%80%79% 79%

76%
80% 76% 79% 81%

75%
74% 76% 76% 75%

0%
10%
20%
30%
40%
50%
60%
70%
80%
90%

100%

20
14

年
3月

20
15

年
3月

20
16

年
3月

20
17

年
3月

20
18

年
3月

20
19

年
3月

20
20

年
3月

20
21

年
3月

20
22

年
3月

「科学技術の利用には予想もできない危険が潜んでいる」

男性

女性

総計



26 
 

④科学技術に対する関心の性別変化 

科学技術に対する関心の性別の経年変化を見ると（図表 25 から図表 44 まで）、 

男性：減少（「地球温暖化や気候変動対策に関心がある」（図表 26）） 

女性：統計的に有意な時間変化なし 

全体：減少（「地球温暖化や気候変動対策に関心がある」（図表 26）、「高水準医療の提供な

ど健康や医療に関心がある」（図表 34）、「自然環境の保全に関心がある」（図表 36）、

「新しい医学的発見（生体や疾病などに関する発見など）に関心がある」（図表 39）） 

などとなっており、全体的に減少傾向が見られた。 

 

また、女性より男性の方の観測値が高いものは、 

・「科学技術イノベーションによる経済、景気、国際競争力の向上に関心がある」（図表 25）、 

・「資源・エネルギー問題対策に関心がある」（図表 27）、 

・「新しい技術や発明の利用（既存の知識を用いた新製品の開発など）に関心がある」（図表

37）、 

・「新しい科学的発見（観察や実験思考などに基づいた新事実や理論の発見など）に関心があ

る」（図表 38）、 

・「新しい医学的発見（生体や疾病などに関する発見など）に関心がある」（図表 39）、 

・「宇宙探査開発に関心がある」（図表 40）、 

・「海洋探査開発に関心がある」（図表 41）、 

・「原子力開発に関心がある」（図表 42）、 

・「情報通信技術（インターネットや電子商取引情報、セキュリティ、ビッグデータなどの技術）

（図表 43）に関心がある」、 

・「数理科学（最近の数学の成果を応用した技術開発など）に関心がある（図表 44）」 

である。 

一方、男性より女性の方の観測値が高いものは、 

・「自然災害に対する防災・減災に関心がある」（図表 29）、 

・「少子高齢化社会対策に関心がある」（図表 30）、 

・「食の安全確保に関心がある」（図表 31）、 

・「教育に関心がある」（図表 32）、 

・「高水準医療の提供など健康や医療に関心がある」（図表 34）、 

・「生活環境の保全に関心がある」（図表 35）、 

・「自然環境の保全に関心がある」（図表 36） 

である。 

女性の方の観測値が高いものは、より社会的な課題が多く見られた。一方、男性の方の観測

値が高いものは、より挑戦的でフロンティアな課題が多く見られた。 

 



27 
 

 

図表 25 「科学技術イノベーションによる経済、景気、国際競争力の向上に 

関心がある」の性別変化 

 

 

 

 

図表 26 「地球温暖化や気候変動対策に関心がある」の性別変化 
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図表 27 「資源・エネルギー問題対策に関心がある」の性別変化 

 

 

 

 

図表 28 「食料・水資源問題対策に関心がある」の性別変化 

68% 69%69%
65%66%

68%
65%

64%
66%

64%

67%
66%

62%
63%63%62%

59%
63%

56% 53% 57%
59% 63%

61%

65%66%66% 64%
62%

66%

60%
58%

62%
61%

65%
63%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

20
16

年
3月

20
17

年
3月

20
18

年
3月

20
19

年
3月

20
20

年
3月

20
21

年
3月

20
22

年
3月

「資源・エネルギー問題対策に関心がある」

男性

女性

総計

65% 64%
66%

63%

65%

65%

63%62% 65%

62%
65% 65%

68%
65%67%65%

61%

68%

62%
60%

64%

67% 69% 68%

66%65%66%
64% 63% 66% 63%61%

65% 65%
67%66%

0%

10%

20%

30%

40%

50%

60%

70%

80%

20
16

年
3月

20
17

年
3月

20
18

年
3月

20
19

年
3月

20
20

年
3月

20
21

年
3月

20
22

年
3月

「食料・水資源問題対策に関心がある」

男性

女性

総計



29 
 

 

図表 29 「自然災害に対する防災・減災に関心がある」の性別変化 

 

 

 

 

 

図表 30 「少子高齢化社会対策に関心がある」の性別変化 
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図表 31 「食の安全確保に関心がある」の性別変化 

 

 

 

 

 

図表 32 「教育に関心がある」の性別変化 
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図表 33 「安全保障・テロ対策に関心がある」の性別変化 

 

 

 

 

 

図表 34 「高水準医療の提供など健康や医療に関心がある」の性別変化 
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図表 35 「生活環境の保全に関心がある」の性別変化 

 

 

 

 

 

図表 36 「自然環境の保全に関心がある」の性別変化 
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図表 37 「新しい技術や発明の利用（既存の知識を用いた新製品の開発など） 

に関心がある」の性別変化 

 

 

 

 

   図表 38 「新しい科学的発見（観察や実験思考などに基づいた新事実や理論の発見など） 

に関心がある」の性別変化 
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図表 39 「新しい医学的発見（生体や疾病などに関する発見など）に関心がある」 

の性別変化 

 

 

 

図表 40 「宇宙探査開発に関心がある」の性別変化 
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図表 41 「海洋探査開発に関心がある」の性別変化 

 

 

 

 

 

図表 42 「原子力開発に関心がある」の性別変化 
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図表 43 「情報通信技術（インターネットや電子商取引情報、セキュリティ、ビッグデータ 

などの技術）に関心がある」の性別変化 

 

 

 

 

図表 44 「数理科学（最近の数学の成果を応用した技術開発など）に関心がある」 

の性別変化 
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⑤科学技術の発展に対する期待と不安 

次に、科学技術の発展に対する期待を調べる（図表 45-1、図表 45-2。ここでは、横軸の項目

は、2022 年 6 月調査時点の観測値（回答で得られた値）が高い順に項目を並び替えている（以降

同じ））。「地震、津波、台風、洪水などの自然災害から生活を守るための分野」への期待が最も高

く、次いで「医療分野」などとなっている。 

性別で見ると、「地震、津波、台風、洪水などの自然災害から生活を守るための分野」も「医療分

野」、「食料（農林水産物）分野」、「防犯等の社会の安全安心分野」、「家事の支援などの衣食住の

充実や高齢者などの生活の補助に関する分野」、「わからない」、も女性の期待が高いことが分か

る。 

逆に男性の期待が高いのは、「資源エネルギーの開発や貯蔵に関する分野」、「宇宙海洋の開

拓に関する分野」、「情報・通信分野」、「未知の現象の解明、新しい法則や原理の発見」、「発電所

などの巨大かつ複合的な科学技術システムの安全性に関する分野」、「特にない」、となっている。 

 

 

 

図表 45-1 科学技術の発展に対する期待（性別①） 
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図表 45-2 科学技術の発展に対する期待（性別②） 

 

さらに、科学技術の発展に伴う不安を調べる（図表 46-1、図表 46-2）。「サイバーテロ不正アク

セスなどの IT 犯罪」への不安が最も高く、次いで「地球環境問題」などとなっている。 

性別で見ると、いずれの場合も、女性の不安が高いことが分かる。逆に男性の不安が高いのは、

「特にない」となっている。 
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図表 46-2 科学技術の発展に伴う不安（性別②） 
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⑥科学技術に関する考え方 

最後に、科学技術に対する考え方を調べる（図表 47-1、図表 47-2）。「科学者の好奇心や探求

心による研究は科学技術の進歩に必要不可欠である」が最も高く、次いで「企業や大学・公的研究

機関などの科学者や技術者が協力した研究開発や成果活用を目指す政策は重要であり政府によ

って支援されなければならない」などとなっている。 

性別で見ると、女性が一貫して男性より高い数値はあまり見当たらないが、逆に男性が高いの

は、「科学的知識を通じて多様で持続可能な社会を達成するためにも科学技術は振興されるべき

である」、「未解明のリスクを重要視しすぎると技術的進歩を逃すこともあるだろう」、「社会の新たな

問題はさらなる科学技術の発展によって解決される」、「科学技術に関する事故や事件の情報は多

少不正確でも早く発表すべきだ」、となっている。 
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図表 47-2 科学技術に対する考え方（性別②） 
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科学に関心を持つこ

とは人々の創造性を

はぐくみ表現力を高

める文化につながる

未解明のリスクを重要

視しすぎると技術的進

歩を逃すこともあるだ

ろう

社会の新たな問題はさらな

る科学技術の発展によって

解決される

科学に関心を持つこ

とは人々を相互に理

解し尊重し合う文化

につながる

科学者や技術者、科学

技術の政府関係者は専

門家でない人の意見を

もっと聞いて欲しい

科学技術に関する事故や事

件の情報は多少不正確でも

早く発表すべきだ

科学技術に対する考え方

総計 女性 男性
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（インターネット調査質問票その１） 
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（インターネット調査質問票その２） 
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